
 

 

 

                             

   

令和８年４月１日発行    

― 大仙市役所西仙北支所 〒019-2192 大仙市刈和野字本町 5番地 ☎ 0187-75-1111(代表) ― 

 

 

 

 

令和８年 秋田県 

４月５日(日)～４月１１日(土) 

「急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし」 
 令和８年４月５日から１１日まで全県一斉に春の火災予防運動が

始まります。 

 春は空気が乾燥し、強い風が吹くことから、火災が多く発生します。 

特に２月から５月頃に多くなる林野火災は、この時期に火入れが行われることや、

山菜取りやハイキング等で入山者が増加することによる火の不始末等も一因として

考えられます。たき火や野焼きをしないなど、屋外での火の取り扱いには十分注意

してください。 

 

 

 

 

 

 

＝大仙市役所西仙北支所・大仙市消防団西仙北支団・大曲消防署西仙北分署＝ 

 

 

 

 

お願い 

 期間中は、住宅用火災報知器の設置調査のため、消防職員が西仙北地域の皆様のお宅を

訪問して聞き取り調査を行います。ご協力お願いいたします。 

 

 

 

 

春の全国交通安全運動 令和８年４月６日(月)～４月１５日(水)まで 

●通学路・生活道路におけるこどもを始めとする歩行者の安全確保 

●「ながらスマホ」の根絶や歩行者優先等の安全運動意識の向上 

●自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルールの理解・遵守の徹底 

交通ルールを守って、交通事故ゼロへ！ 

４月１０日(金)は「交通事故死ゼロを目指す日」です 

 

 



 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民サービス課 ☎0187-75-1111 

●「首都圏にしせんぼく会をふるさとから応援する会」の会員を募集しています！ 
 

 

 

電話連絡又は市民サービス課窓口で受付しています。 

問い合わせ：西仙北支所市民サービス課 ☎0187-75-1111 

「首都圏にしせんぼく会をふるさとから応援する会」の主な活動内容等 

５月 総会の開催 ★年会費の徴収（１,０００円） 

首都圏にしせんぼく会に対しての活動応援、郷土の情報提供 

１０月  首都圏にしせんぼく会への参加（自由参加） 

    （東京都での開催となるため別途費用負担があります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小・中・高・地域連携 児童生徒の健康課題への取り組み Vol.7】 
“ICT 利用によって予想される健康課題（目、心、睡眠等）を予防する” 
 現在、GIGAスクール構想による学校での ICT（情報通信技術）利用が本格的に始まっており、児童生徒

たちへの健康問題（目、心、睡眠等）が懸念されています。そこで、小・中・高と地域が連携し、未来の

地域を担う子どもたちの健康課題に向き合い、見守り、声かけをしていただきたいという思いからこの取

り組みが始まりました。取り組みの一部を西仙北支所だよりでも紹介します。 

 

 

 

【西仙北高校の取り組みから】 
◎冬休み前に保健集会を実施（主催：環境委員会） 

 
西仙北小中高共通生活アンケートの結果を全校生徒に報告しました。「インターネットの使用に課

題がある」と回答した生徒は約 8割おり、「使用時間が長くなってしまう」「暇なときにすぐ使ってし

まう」と回答した生徒が多い結果となりました。インターネットの利用についてルールを決めている

家庭がなく、スマホ等の使用について自制することができていない実態にあることが分かりました。

このことから家庭内でルールを決める取り組みが必要であると考え、冬休み中にメディアコントロー

ルチャレンジに取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【メディアコントロールチャレンジに取り組んでみての生徒の感想】 

 
・メディアを控えたことで課題を２つ終わらせることができ、寝る１時間前からメディアを使用しな 

いことでよく寝ることができました。 

・スマホを触らない時間を読書に充てることができました。 

・スマホを使いすぎないように目標を立てましたが、なかなかスマホの使用時間が減らなかったです。 

・普段やっていることはなかなか変えられないことがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者の方からのコメント】 

 
・メディアコントロールカードを使って、スマホの使い方を意識できるようになったと思います。 

・取り組めていました。早めに就寝することもできていました。 

・改めてルールを決めようと思います。 

 

 

 

 

 

 

メディアコントロールチャレンジでは、自分の決めた目標を達成することができた生徒もいましたが、スマ

ホ等の長時間利用が当たり前になってしまっている生徒にとっては、生活を変えることは難しかったよう

です。メディアコントロールチャレンジ実施後、インターネットの使用時間が減少した生徒は約 57％でし

た。生徒がメディアの使用時間を意識して規則正しい生活を送ることができるように今後も取り組みを継

続していきます。（西仙北高校 養護教諭 横山理紗） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 


